
 

 

 

＜司  会＞ 荒木誠一ＳＡＡ        ＜斉 唱＞ 国 歌「   」 

＜ゲ ス ト＞ 板倉祥文 様              Ｒ ･ Ｓ「我等の生業」 

 高瀬与志彦 様  

 

 

〈会長挨拶〉宮川隆司会長 

今日愛知みなみ農業協同組合､組合長が入会を

致しました。会員も３８名となり、来年５０周

年には４０名となるように会員増強に力を注

いで行きたいと思います。 

 

 

〈幹事報告〉宮本智弘幹事 

１．例会臨時変更及び休会  

２．次例会のご案内 

３. ８月のスケジュール 

 

 

  渥美ロータリークラブ  創  立／Ｓ 44.4 承  認／Ｓ 44.4 
  例 会 日／毎週水曜日  12:30 
  例 会 場／蒲郡信用金庫渥美支店 2F 
  事 務 局／愛知県田原市福江町堂前 50-6 

蒲郡信用金庫渥美支店  内  

TEL・ FAX／ (0531)32-1251 
URL／ http://www15.ocn.ne.jp/~atsumirc/  

  会長／宮川隆司   幹事／宮本智弘   会報委員長／下田祐宏  

第２３５４回 №６（２０１７～２０１８） ８月 ９日（水） 
 

 

〈出席報告〉彦坂陽一出席委員   〈 8月のスケジュール 〉 

会員数   38名 

出席計算に用いた会員数  36名 

本日欠席  5名  出席率    86.11％  

先々回補正 1名  補正出席率 83.33％  

 ８月１６日 お盆の為休会 
   ２３日 会員スピーチ 川口真親睦活動委員長 

    『地区大会ＰＲ』 
３０日→２７日（日）に変更 

     納涼例会  場所 旧嘉村伊良湖 
           時間  １８：３０点鐘 

 

 

〈スマイルボックス〉彦坂陽一委員長 

○宮川隆司会長  

板倉様、ようこそいらっしゃいました。本日 

スピーチ宜しくお願いします。 

高瀬組合長これからよろしくお願いします。 

○河合光志会長エレクト 

 板倉さんいらっしゃい。本日はよろしくお願い 

 します。 

○宮本智弘幹事  

板倉祥文様スピーチ宜しくお願いします。 

高瀬与志彦さん入会おめでとうございます。 

○青山房生副幹事 

 高瀬組合長、ようこそ渥美クラブへ。 

○荒木誠一ＳＡＡ 

板倉祥文様、本日のスピーチ宜しくお願いしま

す。本日ご入会の高瀬与志彦様宜しくお願いし

ます。 

〇森下三嗣プログラム委員長 

  板倉様、スピーチよろしくお願いします。 

 ○間瀬祐一社会奉仕委員長 

  同級生の高瀬与志彦君の入会を歓迎します。 

  板倉さんスピーチよろしくお願いします。 

 

 



 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○荒木 茂情報委員長 

板倉さん、本日はありがとうございます。 

スピーチ楽しみにしています。また高瀬組合長 

様、入会おめでとうございます。ロータリー活 

動、今後頑張って行きましょう。 

〇山本博正会員 

 板倉祥文様、本日のスピーチ宜しくお願いしま 

 す。 

〈委員会 報告〉 

 納涼例会について 

  

〈新入会員入会式〉 

  高瀬与志彦会員の入会式を行いました。 

 

 

〇高瀬与志彦 JA 愛知みなみ代表理事組合長 

 今年６月２２日に組合長に就任しました。 

日頃、職員に言っていることは、外に出て 

世の中の事を見て勉強するようにと指導し 

います。ロータリーソングの我等の生業は 

非常に気に入っています。これから宜しく 

お願いします。 

  

<ゲストスピーチ> 

 渥美半島 100 年の計研究所 板倉祥文 

 
 板倉祥文氏は、１９５２年田原市古田町に生ま 

 れ、１９９５年に株式会社流通経済社設立。 

 ３０年間大手企業のコンサルティングを行う。 

 ５８歳で地域のために働こうと考え、渥美半島 

活性化（特に人口問題）に積極的に行動・提言を 

している。 

  

 

目的は「２０４０年・田原市人口を７万人に！！」 

今後２０年後には覚悟の時代です。 

１． 確実に人口減少が進む。 

２． 同時に高齢化が進行する。 

３． ２０４０年消滅自治体８９６ 

４． 税が上昇する。 

５． 人口の減少と高齢化で国内市場構造は変化

する。 

これから先、２０年後のことを考えて、渥美半島 

でできること。子育てしやすい半島、教育が充実 

している半島、働く場があり、文化・芸術が身近

に感ずる半島、住みやすく、気候もよく、住んで

いる人たちは暖かく、若い人たちが可能性を感じ

てワクワクする半島にしましょう。 

そのために今必要なことは地域の方々の志です。 

できることを一緒にしましょう。 

① 教育支援・・・寺子屋 

② 子育て支援 

③ 雇用の場の拡大 

④ 芸術・文化の環境 

⑤ 渥美半島柔軟性ある雇用形態への変化 

現状を知ってください。既に答えはあります。や

るかやらないか志一つです。今からやらないと間

に合わない。ここにいる方々は企業の経営者であ

り、そのオブリゲーション（責任）をもっている

方々です。皆で一緒にできることからややりま

しょう。 

 

    〈文責 高橋まなみ〉 




